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議会委員会の人数削減を議決 国保税引き上げ案を可決
　

今
回
の
国
民
健
康
保
険
税

の
税
率
改
正
で
、
被
保
険
者

一
人
あ
た
り
の
税
額
が
、
前

年
度
と
比
較
し
て
、
医
療
費

分
が
４
・
72
％
、
後
期
高
齢

者
分
が
４
・
88
％
、
介
護
納

付
金
が
６
・
82
％
増
加
す
る

見
込
み
で
す
。

　

ま
た
、前
年
度
に
引
続
き
、

一
部
転
入
者
を
除
い
て
被
保

険
者
の
国
保
税
は
全
額
減
免

措
置
さ
れ
、
今
回
の
改
正
に

伴
う
実
質
負
担
は
生
じ
ま
せ

ん
。

生活習慣病の予防をしましょう（健康ウォーク）

　

医
療
費
の
減
免
が
い

つ
ま
で
続
く
の
か
見
通

し
が
立
た
な
い
中
、
税
の

値
上
げ
を
さ
れ
、
税
を
支

払
え
な
い
方
は
医
療
を

受
け
ら
れ
な
い
と
い
う

こ
と
が
非
常
に
懸
念
さ

れ
ま
す
。

　

や
は
り
町
は
安
心
・
安

全
を
担
保
し
て
い
く
と

い
う
立
場
で
出
来
る
限

り
の
税
の
値
上
げ
を
押

さ
え
る
と
い
う
姿
勢
で

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

思
い
ま
す
。

　

国
保
税
の
見
直
し
を

求
め
ま
す
。

納
め
る
こ
と
が
で
き
な
い
方
を
考
え
負
担
を
抑
え
る
べ
き

討　

論

賛
　
成

反
　
対

　

国
民
皆
保
険
制
度
を

守
っ
て
い
く
た
め
に
は
、

あ
る
一
定
の
負
担
と
健

康
づ
く
り
を
し
て
い
か

な
く
て
は
な
ら
な
い
と

思
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
町

は
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
の
充
実
強
化
を
図

り
、
保
健
師
の
採
用
を
増

や
し
て
生
活
習
慣
病
を

予
防
す
る
た
め
に
、
健
康

づ
く
り
へ
の
第
一
歩
を

踏
み
込
ん
で
い
く
わ
け

で
あ
り
ま
す
。

　

保
健
・
医
療
・
福
祉
の

充
実
強
化
を
し
て
い
く

た
め
に
は
税
の
改
定
を

し
、
国
保
を
守
る
と
い
う

こ
と
が
大
事
で
あ
る
と

考
え
て
い
ま
す
。
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坂
本　

紀
一

国
保
を
守
る
た
め
に
一
定
の
負
担
は
必
要

門
馬
ま
り
え

畑
中　

大
子

人
事
案
件
に
全
員
が
同
意

　

３
件
の
人
事
案
件
は
、
そ
れ
ぞ
れ
適
任
で
あ
る
と
認

め
、
任
命
に
同
意
し
ま
し
た
。

教
育
委
員
会
委
員

根
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本
もと

　修
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行 氏

（大字下浅見川）

人
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委
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新
にいつま

妻　富
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子
こ

 氏

（大字折木）
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擁
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根
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仁 氏

（大字下浅見川）

　平成27年 11月 19日の任期満了に伴う選挙で定数が12人から10人に削減されます。

これに伴い、議会における各委員会の人数も減らすことになりました。

常任委員会は５人体制で

【改正前】

　●総務文教常任委員会　　６人

　●産業厚生常任委員会　　６人

【改正後】

　●総務文教常任委員会　　５人

　●産業厚生常任委員会　　５人

広報委員会は７人から５人へ

【改正前】

　●広報委員会　　　　　　７人

　●副議長のほか各常任委員会か

らそれぞれ３人をもって構成

【改正後】

　●広報委員会　　　　　　５人

　●副議長のほか各常任委員会か

らそれぞれ２人をもって構成


